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例 言

1.本 書は、1995(平 成7)年 度に国・県の補助金を得て津和野町教育委員会が実施 した埋蔵文化財

試掘調査の報告書である。
しまねけんかのあしぐんつわのち ょう た に ほ き じ う

2.調 査を実施 した場所は、島根県鹿足郡津和野町大字田二穂地内、通称喜時雨地区である。調査

所在地 と小字名は第1表(P19)の とお りである。
き じ う

3.調 査を実施 した遺跡は、喜時雨遺跡である。

4.調 査にあたっては、下記の方々にご指導いただいた。

広島県立美術館 村上 勇 氏

島根県教育庁文化財課 今岡 一三 氏

島根県埋蔵文化財調査センター 間野 大丞 氏

5.本 書に用いた方位は、第1～3図 は真北、その他は磁北 を示す。

6.本 書中に用いた記号TPは 、テス トピット(試掘坑)の略号である。

7.写 真図版中の遺物番号は、遺物実測図の遺物番号に対応する。

8.調 査 に伴 う記録類及び出土遺物は、津和野町教育委員会で保管 している。

9.調 査の体制は、下記のとお りである。

調 査 主 体 山根津知夫(津 和野町教育委員会 教育長)

事 務 局 益成 馨(〃 教育次長)

広石 修(〃 文化係長)

山本 博之(〃 文化係)

調査担当者 宮田 健一(〃 〃)

調 査 員 永田 茂美(〃 嘱 託)

調査補助員 青木 光恵(〃 臨時職員)

外 作 業 員 和崎定、和崎清子、竹岡保子、三束イヨノ、斉藤勲、斉藤ナツヨ、石井繁、

石井マツヨ、石井千代乃、石井タカ子、陶山ナツヨ、生田徳太郎、

益野巳之吉、三浦すみ子、藤井 しずこ、舛成米子、石井信義、斉藤豊

内 作 業 員 兼子和恵

調査協力者 和崎登、和崎定、田村亘敏、河野一雄、田村啓二、三浦美男、石井マツヨ、

西村靖(以 上、土地所有者.。敬称略)

鹿足郡津和野町土地改良区、斎藤勲(1995年 度喜時雨地区嘱託)

ご協力いただいた方々には、この場 を借 りてお礼申し上げます。

10.本 書は永田の協力のもと、宮田が編集にあたった。



1.調 査に至る経緯

喜時雨地区ではこれまでに弥生土器等が採集されてお り、周知の遺跡 として知 られてきた。1983

年には、町民グラウン ドの建設に先だって、・町内では初の本格的な埋蔵文化財調査が行われている。

この時の試掘調査及び追加調査では、一部で中近世の遺物、遺構の発見があった。

第1図 試掘 調査 区 とその 周辺(1/10,000)
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ところで、町内各所では1977年 度以来、ほ場整備事業が実施されてきた。喜時雨地区においても

団体営ほ場整備事業が計画 され、事業主体である鹿足郡津和野町土地改良区と津和野町教育委員会

は、埋蔵文化財の取 り扱いについて協議 を重ねてきた。そ こで、事業計画地内の埋蔵文化財の分布

状況を事前 に把握 し、保存についての資料を得るために埋蔵文化財試掘調査 を実施することとなっ

た。調査は津和野町教育委員会の直営事業として、国 ・県の補助金を得て実施 した。

∬.位 置と歴史的環境

たか た やまさき

現在のところ津和野の歴史は縄文時代早期にまで遡 り、高田遺跡(第2図1)、 山崎遺跡(同 図15)
あたか かねざき

からは押型文土器が出土 している。また、高田遺跡からは中期の阿高式、後期中頃の鐘崎式土器が
おおかげ にしびら

まとまって発見され、対岸の大蔭遺跡(同 図3)か らは後期後半の西平式土器が採集 されるなど、当

時この地域が九州地方の情報の及ぶ範囲であったことが窺える。

弥生時代後期後半から古:噴時代前期にかけて集落が営 まれていたことが高田遺跡で確認され、在

地の土器群に混 じって吉備地方から運ばれてきた外来の土器が発見されている。町内の古墳は、津
き べ か じ ばら

和野川最上流の木部地区において鍛冶原古墳群が確認されているのみである。

高田遺跡からは奈良・平安時代の緑紬陶器、皇朝十二銭の一つ承和昌寳(836年 初鋳)、大量の土師
いわみのくにかのあしぐんののこう み の ぐんかのあ しごう

器、須恵器が発見されてお り、当時石見国鹿足郡能濃郷(元 美濃郡鹿足郷)と呼ばれていたこの地域

の重要な拠点が高田地区にあったものと思われる。
よし み

中世津和野の領主吉見氏は、弘安5(1282)年 に元冠再防備のため能登国から津和野北部の木部地

区に入り、その後14C代 に津和野城を構えたと伝えられている。文献では吉見氏入部以前の記録は

ほとんど残されていないが、これまでの高田遺跡の発掘調査では12・13C代 の白磁が大量に出土 してお

り、吉見氏入部以前に津和野地方に有力者が存在 していたことが考古学的証拠 によって明きらかに
き じ う

な りつつある。 ところで、中世の津和野城の大手口は近世以降の大手口とは反対側の喜時雨地区に
ほんもん ぐち

あったと伝えられ、吉見氏の居館 も同地に存在 していたとする説がある。喜時雨地区には「本門口」
ほんもん まえ よヒが や ま い くさ すえはるかた

「本門前」など館の存在 を示唆する字名、「要害山」「幾久(戦)」など天文23年(1554)年 陶晴賢軍が津和

野城 を包囲 した頃にさかのぼると考えられる字名、「吉見乳母の墓」と伝えられる石塔など中世の名

残が各所に見受けられる。
さかざきでわのかみ

関ヶ原の役後、吉見氏は毛利氏に伴い萩に移るが、その後坂崎出羽守の16年間の治領 となり、津

和野城の大改築 ・城下町整備など現在の津和野 の景観の基礎 となる大事業が行 われた。その後、
かめい

亀井氏11代225年 間の治世 を経 て明治維新 を迎える こととなる。
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1.高田遺跡2喜 時雨遺跡3.大 蔭遺跡4.中 座遺跡群5津 和野城跡

6.要害山7.中 荒城跡8.茶 臼山城跡9.伝 吉見民部墓(宝 筐印塔)

10.鷲原八幡宮ll.陶 晴賢本陣跡12横 瀬遺跡13.田 平の至徳3年 銘宝 筐印塔

14.西中組遺跡15.山 崎遺跡16.森 遺跡17.丸 山遺跡18.山 根遺跡

19.伝吉見正頼夫人墓(宝 筐印塔:)20.伝 吉見頼行墓(宝 筐印塔)21.日 浦遺跡

第2図 喜時雨遺跡の位置 と周辺の遺跡分布図(1/50,000)
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皿.調 査の方法 と経過

今後予想 され るほ場整備 の計画範囲 を対象 に して、1～ 皿地区 までの3地 区 に合計31ケ 所 のテス

トピッ トを設定 しな・現地調査 は・発掘 ●実測作業 を1996(平 成8)1月19日 ㌘3月8日 にか けて行

っ た 。

第3図 試掘 調査 区配置 図(1/2,500)
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第4図 五地 区TP14～17・19・22～23配 置図(1/400)

1V.調 査 の 概 要

1地 区

TP1～10ま で各4㎡(2×2m)の 範 囲を試掘 した。いずれのテス トピッ トか らも中世以前 にさ

かのぼる遺物 は出土 しなか った。粘土、粘質土、砂質土、砂礫層 が互層状 に堆積 し、所 々に小 さな

自然流木 が見受 け られた・ 西 壁

TP3は 第1層 耕作土、第2層

淡茶灰色土、第3層 茶灰色土、第

4層 灰褐色粘質土、第5層 暗灰色

砂質土に分層 され、第5層 中か ら

自然流木が出土 した。

TP5は 以前 に田の町倒 しを行

ってお り、古い田面の下からは暗

渠が発見された。

TP6も 田の町倒 しを行った土

層堆積の状況が観察 された。

TP8は 、第1層 耕作土、第2

層灰褐色土、第3層 暗灰褐色粘質

第5図TP3(1/60)

南西壁

第6図TP5(1/60)
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1.耕 作土

2,淡 茶灰 色土

3,茶 灰色 土

4.灰 褐色 粘質土

5.暗 灰色 砂質土

1.耕 作土

2,客 土

3.旧 耕作土

4.暗 黄褐色土

5.灰 褐色土

6.暗 灰褐色土

7.暗 灰色土

8.青 灰色砂礫

9.排 水暗渠



土、第4層 青灰色砂礫、第5層 黒灰色土、第6層 暗青灰色砂礫に分層され、第5層 中には有機i質分

を多 く含み、自然流木 も出土 した。

TP9もTP8と 類似 した堆積状況を示 し、第4～6層 には有機質分を多 く含んだ黒灰色砂質土

と粘質土が互層状の堆積をしていた。

∬地 区

TP11～23、 合計13ケ 所の テス トピッ トを設定 した。

TP11は 第5層 以下淡灰褐色粘 質土、第6層 灰 色砂 質土 、第7層 灰色粘土 、第8層 暗灰色 粘土、

籠q層 応在3刮♪趣 に目 広勲 ス 」一らに

粘土、粘質土、砂 質土、砂礫層が

互層状 に堆積 していた。TP12・

13と もに、TP11と 類似 した堆積

状況 を示す 。TP11～13の いずれ

か らも、中世以前 の遺物 は出土 し

なかった。

南東壁

北東壁

第7図TP11(1/60)

南 西 壁

1.耕 作土

2.黄 灰 色土

3.灰 褐 色土

4.暗 灰 褐色土

5:淡 灰褐 色粘質土

6.灰 色砂 質土

7.灰 色粘土

8.暗 灰色粘土

9.灰 色砂礫

南東壁

1.耕 作土5.に ぶい青灰色砂礫

2.灰 褐色色土 と黄褐色砂質土の混層6.に ぶい黄緑灰色砂礫

3.灰 色土7.暗 青灰色砂礫

4.明 褐色砂質土

第8図TP14(1/60)

南 西 壁

1.耕 作土6.暗 灰色粘土

2.暗 黄灰色土7.淡 灰褐色粘質土

3.灰 色土8.に ぶい赤褐色砂質土

4.暗 灰褐色砂質土9.灰 褐色砂質土

5.に ぶい榿色砂質土10.灰 色粘質土

第9図TP15(1/60)
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1.耕 作 土8.暗 灰 色 粘 土15・ 暗 灰 色 土

2.暗 黄 灰 色 土9.榿 灰 色 粘 土16.暗 褐 色 有 機 質 土

3.灰 色 土10.灰 色 粘 質 土17.灰 色 砂 礫

4.淡 灰 褐 色 土11.淡 青 灰 色 土18・16層 と同 じ

5.暗 褐 色 砂 質 土12.灰 色 土19.灰 色 粘 質 土

6.暗 灰 褐 色 砂 質 土13.茶 褐 色 礫20・16層 と同 じ

7.茶 褐 色 砂14.灰 色 砂21.青 灰 色 砂 礫

第10図TP16(1/40)
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第11図TP16出 土 木 製 品(1:1/10、2～5=1/6)
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TP14～17は 、北方向か ら南方 向にむかった緩 やかな傾斜の堆積状況 を示す。いずれ も、粘土、粘

質土、砂 質土 、砂礫層 が互層状 に厚 く堆積 している。

TP16で は、第15層 以下、第20層 までに木製 品を包含 してい た。第15層 暗灰 色土以 下、第17層 灰

色砂礫、第19層 灰色 粘質土 を間 には さんで、第16・18・20層 暗褐色有機i質土 が厚 く堆 積 してい る。

1は 第19層 中出土、2は 第17層 及び第19層 下面 か ら出土 した ものが接 合 した もの、3・4は 第18層

下面出土、5は 第17層 中出土 、6は 第16～18層 あた りよ り出土 、7は 第15層 下面出土 、8は 第18層

下面出土、9は 第20層 中出土、12は 杭 の先端が第17層 中で終 わ り、13は 第16～18層 あ た りよ り出土、

そ の他 は詳細 な出土層位 が不 明な ものである。 なお、15は 調査 区北半 の第11層 付近 よ り出土 した縄

文土器の底部 と思 われる土器片 である。TPl7で 多量の縄 文土器 が出土 しているにもかかわ らず 、

TP16で の縄文土器 の出土 は、 この1点 のみで ある。

第12図TP16出 土木 製品(1/6)
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第13図TP16出 土木 製品(1/4)、 土器(1/3)
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1は 長 さ164cm、 幅23cmを 測 る大型の板材であ る。長年 にわたる土圧 のためか大 き く湾 曲 した形

状 で発見 された。2は 両端 を幅狭 に加工 した薄手 の板材で ある。木 目の詰 まった針葉 樹 を使用 して

お り、その両端 は炭化 してい る。3・4は おそ ら く同一個体 と考 えられ る材 である。5は 木 目に沿

って割 けた材 であ る。6は 保存状況 の悪 い厚手 の木製 品で ある。片方の端部 には、幅 広のハ ツリの

跡が認め られ る。7も 厚手の木製 品で、表面が広い範囲 にわた り炭化 している。8は 両端の欠損 し

た材であ る。9～14は 杭 先状 の加工痕 の見 られる ものであ る。llの 杭先状 の加工痕裏 面 には扶 りが

見 られ る。

TP17か らは、調査 区北半 を中心 に縄文土器が多 く出土 した。遺物 の出土状況 は平板 実測 を補助

的 に用い、出土 地点 を簡易 的に記録 した。調査区北部 に竪穴住居跡状遺構 を2ヶ 所確認 した。その

うち北東側 の もの(SI2)に ついてはサ ブ トレンチの発掘 を行 い、地 山の急 な落 ち込 みが ある こ

とか ら遺構 であ ることを確認 した。サブ トレンチ内か らの 出土遺物 はない。南西側の もの(SI1)

は、調査 区壁B～C間 では竪穴住居跡の壁状の落ち込みが確認 で きた ものの、他 の壁 面 では同様の

落 ち込みは確認 で きなかった。土層堆積の状況及び遺物 の出土状況か ら、本 来の遺構 の うち南半 は

後世 に流失 して しまった もの と考 え られ る。柱 穴状 の くぼみを3ヶ 所確認 したが、いずれ も浅 く不

整形な もの もあ り住居跡 に伴 う柱穴であ るとは断定 しがたい。

TP17出 土遺物 の出土層位 ・地点 は第15図 の とお りである。遺構内 と考え られる範 囲か ら集中 し

て出土 してお り、一部は流 出 した と考 えられる状況 で出土 してい る。出土遺物 は、実 測可能な もの

についてはすべ て掲載 している。

16～33は 文様 を有 する土器 である。16～29は 沈線文 の見 られる ものである。16～27は 深鉢 の一部

か と考 え られる もの、28・29は 浅鉢の一部 と考 え られる。16～18は 口縁端部 または内面 に沈線文 を

施 している もので、19～27は 胴部外 面に沈線文 を施 してい る。29の 沈線文 は他の もの と比較 して、

やや細 くはっ き りとした沈線文であ る。30は 縄文 の見 られ る土器である。31～33は 刺 突文 を有 して

い ると見 られる もので、32・33は 口縁部 の可能性が ある。

34～50は 無文 の土器 である。34～42は 口縁部、43～48は 胴部の うち屈 曲部のある もの、49・50は

屈 曲部 のない ものである。51～54は 底部 である。 なお、55は 調査 区南西寄 りか ら出土 した弥生時代

後期 の土器片 で、胴部 内面 はケズ リが施 されてい る。

56～58は 縄文土器 に伴 う石器である。56は 偏平 な楕 円形 の石 の両端 に切 れ 目を入れ た石錘 で、変

成 岩を用 いてい る。57は 擦 り石の破片で、上面 は研磨 の痕跡 、側面 には敲打 の痕跡が残 る。58は 打

製石斧 の一部で あろ う。 なお、包含層 中よ り二等辺三角形 の形 を した長 さ約11cmの 石 を発見 したの

で、写真 のみ掲載 してお く(図 版4)。59・60は 同調査区か ら出土 した木製品で、59の 上 面は炭化 し

ている。60は 杭 先様 の加工が見 られる。
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第14図TP17(1/60)
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第15図TP17遺 物 出土 ポ イ ン ト1(1/40)
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第16図TP17出 土縄 文土器(1/3)

響 一14一



第17図TP17出 土縄 文土 器(1/3)
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第18図TP17出 土 弥生 土器 ・石器(1/3)、 木 製 品(1/4)
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1耕 作土5.暗 灰色土(5cm以 上の礫を多 く含む)9.暗 赤褐色砂礫

2.床 土6.淡 褐色砂質土10.灰 色粘土

3.淡灰色土7.灰 色砂

4.灰色土8.明 褐色砂質土

第19図TP19(1/60)

TPl8～21は 粘土、粘質土、砂質土、砂礫

層が互層状 に厚 く堆積 している。出土遺物

は、TP21の 耕作土 ・床土 より近世以降の陶

磁器が出土 したほかは、TP19で 杭先様 の加

工 を施 した木製品61が 立 った状態で出土 した

のみである。

TP22・23は 北西方向の他 の調査区 に比べ

ると砂礫 を多 く含 んだ土 ・砂質土 ・砂 ・砂礫

など、粗い粒子 を持つ土 の割合が多 くなる。

耕作土 も含 め、遺物 は出土 していない。

皿地区

TP24～31ま で合計8ケ 所 の試掘坑 を設定

した。南北 を山に挟 まれた狭 い谷にあたる。

TP24～26及 び30は 涌水甚だ しく、特 にTP

25を 除い た調査区では排水用暗渠 に当たった 第20図TP19出 土木 製 品(1/4)
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南西壁
1耕 作土6.暗 灰褐色土(砂 粒多 く含 む)

2.床 土7.茶 灰褐色砂質土

3.暗黄灰褐色土8.灰 色砂質土

4.暗灰色粘土9.暗 灰色土(や や砂質)

5.灰褐色砂礫10.青 灰色砂礫

第21図TP22(1/60)

北 壁

第22図TP27(1/60)

1耕 作土

2.茶褐色土(客

3.褐色砂質土(

4.淡褐色砂礫(

5」日耕作土

6.灰色土

7.黄灰色土

8.灰褐色土

9.灰色粘質土 第23図TP27出 土須恵器(1/3)

1耕 作土

2床 土

3.灰褐色土

4.黄褐色土

5茶 灰色土

6.淡黄灰色砂質土

7.茶褐色土

(炭を多 く含む)

8茶 褐色土

9.暗茶褐色土

10.黄灰色砂質土

11.暗茶褐色粘質土

12.暗茶褐色粘質土

(黄褐色土 を含む)

13.灰褐色粘質土

14.暗茶褐色粘質土

(17層 より粘質)

15焼 土

16茶 褐色土

(よく締まる)

17.暗 茶 褐 色 粘 質 土

18茶 褐 色 土

(炭 を含 む)

19.黄 褐 色 土

20.暗 灰 褐 色 土

(非常に よく締 まる)

21焼 土

22.炭

23.灰 褐 色 土

24焼 土

25.暗 黄 褐 色 土

26.炭

27.暗 褐 色 土

28.暗 褐 色 土

(27層 よ り暗 い)

29.明 赤 褐 色 土

30.暗 褐 色 土

(29と31の 漸 移 層)

31.暗 褐 色 土

第24図TP31(1/60)
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ため、それ以下の調査 を継続す ることがで きなかった。TP27の

第6層 灰色土 よ り須恵器片62が 出土 している。TP28で は、第5

層下面で東か ら西 に向か った地山の急激 な傾斜が確認 され たが、

同層 中か らは遺物の出土はな く、遺構 ζ判断す るには至 らなかっ

た。TP29で は一部 に砂礫、粘質土 の堆積が認め られ、遺物の出

土 はなか った。TP31は 土坑 ・ピッ トな どが検出 され、複雑 な土

層堆積の状況 を呈 していた。主 な遺構面 は27層 上面であ り、第16

・17層上面 も遺構面 の可能性がある。南西壁 にかかった土坑 では

焼土 ・炭の堆積が確認で きた。第26層 までの ところで、近世以降

の陶磁器が多 く出土 している(図版4)。 なお、63は 第27層 中より

出土 した須恵器片 である。なお、64はTP11と22の 中間付近の河

床 よ り採 集 した瓦質土器の鍋口縁部である。

第25図TP31出 土須恵器(1/3)

第26図 表採遺物(i/3)

第1表1995年 度喜時雨地区試掘調査地一覧表

TP 所 在 地 字 名 TP 所 在 地 字 名

1 大字 田二穂318 焼ケ迫 17 大字田二穂307 ウエタイエン

2 〃 ク 〃 18 308 水舩

3 ク321 ク 19 ク307 ウエ タイエ ン

4 ク 〃 ク 20 ク308 水舩

5 323 ク 21 〃 ク 〃

6 〃 ク 〃 22 ク309 タイエ ン

7 〃 〃 〃 23 ク ク ク

8 ク324 〃 24 ク201 狡問

9 〃 ク ク 25 ク ク 〃

10 〃325 〃 26 〃 〃 〃

ユ1 ク331 西ケ泓 27 ク 〃 //

12 ク ク 〃 28 ク ク 〃

13 〃 〃 ク 29 〃 〃 〃

ユ4 ク307 、 ウエ タイエ ン 30 〃 〃 〃

ユ5 ク ク 〃 31 〃 ユ99-2 峠

ユ6 〃 ク ク
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V.小 結

き じ う

今 回の試掘調査で は、遺跡 の範囲未確認地区であった喜時雨地区北半について文化財

の分布状況 を概 ね把握す ることがで きた。今回の調査地区には埋蔵文化財の包蔵 は少 な

く、遺跡 は限 られた場所 にのみ存在 してい ることを確認することがで きた。地形的 にも

奥 まった場所であることが この要因 と考 え られる。

1地 区では埋蔵文化財 の存在 は認 められ なかった。H地 区では、TP17で 縄文時代後

期中頃の土器 ・石器 を確認 し、TPl6で は同時代 の もの と考 えられ る木製品 を検出 した。

遺跡の範 囲は周辺の遺物の出土状況か らす ると、TPl6・17を 中心 とした比較的狭 い範

囲に限 られるもの と考 え られる。 この範囲のみ に遺跡が み られることは、南 向 きの立地

条件 とTP17・22付 近で小河川が合流す ることが理 由として考 えられる。TPl7で 出土
かねざき

した土器は九州地方で鐘崎式 と呼ばれるものに類似 している。喜時雨地区の南方にある
たか た

高田遺跡 の1994年 度本調査X1区 か らも鐘崎式 に類似 した ものが多数出土 していること

か ら、喜時雨遺跡 と高 田遺跡の時期差 ・性格の違いが今後の検討課題 となろう。他の時

代 の遺物 をほ とんど含 まないこと及び遺跡 の規模か ら、 これ らの遺物群 は比較的一括 性

の高い もの と考 えられ、今後土器編年、遺物組成の研究資料 として活用が期待 され よう。

皿地区ではTP31で 近世以降の遺構 を確認 した。地元の伝承 による とTP31周 辺は近世

津和野藩主亀井氏のお仕 え役であった田村氏の屋敷があ った とされる場所 に当た り、19

c代 の陶磁 器が 出土 していることか らもこの伝承が裏付 け られた。 また、TP27・31付

近で須恵・器の出土があったことは、近辺に古墳 ～平安時代 のご く小規模 な遺跡が存在 し

てい る可能性 も考 える必要がある。

なお、今回の調査地区での中世遺物 は河川表採 の瓦質土器のみであったが、 さらに上

流 には中世の遺跡が存在 していることを示唆 しているもの と考 えられる。周辺の所々に、

中世か ら近世 にかけての石塔が見 られるこ とからも注意が必要である。
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図版1

皿地区全景(北 東より) TP16木 製品出土状況(南 西 より)

TP17遺 物 出土状況(南 東 より) TP17竪 穴住居跡状遺構検出状況(南 東より)

TP17土 層断面(F～B～C付 近 、東よ り) TP31(北 東 よ り)



図版2

埋め戻 し作業風景 填圧作業風景

伝吉見乳母の墓

田二穂要害山石塔群

田二穂家ノ下モ石塔 要害山〈左〉と津和野神社裏陣城跡〈右〉(北西より)



図版3

TP16・17出 土 木 製品



図版4

TP17出 土縄文:±:器(有 紋〉 TP17出 土縄文土器(無 紋)

TP17出 土石器 TP17出 土石器

瓦質土器、須恵器 TP31出 土陶磁器
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